
「少し深い海の底」というテーマの水槽には、

大阪湾の水深 70ｍほどの海底でとれた生

き物を展示しています。 今回は、 この水槽

のヘイケガニについてご紹介します。

　まず、 写真１はヘイケガニの甲らを拡大し

たものですが、 どうみても人の顔に見えま

すね。 怒っているような表情です。 この顔

は、 壇ノ浦の戦いにやぶれて海に入水して

果てた平家の人々の怨念がのり移ったもの

だとされ、 このカニを 「平家蟹」 と呼ぶよ

うになったそうです。
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さらにこのカニがユニークな点は、 甲らの

上に貝殻や木片どを背負うことです。 写真

１を見ると、 人の口に見える部分の両側に

上をむいた脚が四つありますが、 この脚で

貝殻をつかんでいる様子が写真２からわか

りますね。 本人は体を隠しているつもりか

もしれませんが、 ちょっと背負うものが小

さすぎたようですね。


